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　　　　　　　　　緒　　雷　　　　　　　　　　　　　周期性四肢麻痺の誘発試験にはすべて男憾究材料と

職腺綿磁症に錨し燗期性四肢麟碗生　し・4°％ヅドー糖5°°cc鮒削永より3°分以1’ヨに輔

機騨ついては麻購㈱。低カリウ。醗がみら　翻三す硝法によつた・まず翻撒1嚇1脈魅
れる。とから，働リウ。、臓力Sその原因の一一Dとし　剛尿させたのち・轍繊前に採尿課鵬行なし’，

て挙げられている．しかし麟発鱒。備カリウ・　こ纏醗試験前徹し，以後点滴終了鰍の麟初

値が増加するものq変化しないもの②等も鼎さ　期，ついで麟醐・不完全緩欄・雛翻肱ホ葺

れ，ま燐㈱購カリウム値徽少してい翻合で　いてそれぞれ採雌び㌣こカテーテルによる操馳行な

も発作の断と働リウ・、thL症の綴と醐にを泌ず　い課尿から採尿まで嚇間を1購して尿中〃レァチ

しも平行関係がない③ので，麻痺発作の発生機序はな　　　ソ及び尿中クレアチ＝ン排泄鍛をmp／min・で翼艮斗し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た。また対照例及び甲状腺機能充進症の周期性四肢麻
お不明というべきである。

署者聯綿。おいて職腺雛充進磁合併した　鋼三合併例については・上述卿幡発試験礁媚

周雛四肢麟の麻的研繊灘述ぺたが，＊編に　し認鰍了後1°分（周｝雌四嚇齢醐嚇糊
おいては筋肉のエネルギ＿代謝と関係のある血清クレ　　　期に相当）・それ以後は30分閥隔で採lfii，採限を行な

。チ。，騨，。アチ．，m中ク。アチ。ソ，血消　い麻齢鰍の麟醐不完鎌薄糊雛騰
Crea、i。。　ph。、ph。ki。、，e（以下CPK）灘働測　3醐1目当するものと＆tsした・Jaffe臨1駐鋤質と

定L，さら離脚リウ。油潔機リ・をも瀧し　嫡ブドー糖は・測定陶こ阻害醸以下であるこtlt

て麟挫四嚇痺の搬機騨関してこ三嫌口疑得　麟した・

たので轄する。　　　　　　　囎カリウムはFlame　spectr°ph°t°met「yによ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り測定した。

　　　　　　　　1研究方法　　　　　　　　　　　　血満無機リンはFi醜e－SabbaRow法⑥を用いた。

畑外纏入院し妹治療岬状腺闘旨腿症の周　　　　II成績
期性四肢麻痺合併例5例（全例男性），非合併例17例
（男性7例，女性10例）及び対照として健康人につい　　　　A　治療による血清クレアチン，尿申クレア

て研究を行なつた。　　　　　　　　　　チン・尿巾クレアー1“nンの鋤

　Ifit清クレアチソ，尿中クレアチン，尿中クレアチニ　　　　ユ，血清クレアチソ　対照例の血満クレァチン値

ンの測定はFolin・・Wuの法④で行なつた。早朝i盤腹　　　は裏1に示す如く，墨性ではo，23・w1，04mp／4彦，平均

時に採血し血滴を分離して測定に供し，尿は24時間尿　　　0．53四／46で，女性ではO．　09～O，9ユliv／d6，平均O．6i

の一部を用い，24時間尿中総排泄蚤を算出した。周期　　　mp／詔である。

性四肢麻痺誘発試験時の採尿法については後に述ぺ　　　　治療前の用期性四肢麻痒合併例では蓑2，図1，図

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2の如く，Q．　o「2・wO、87nv／d6，平均o，67四／紹で，非含

　血清CPK活性値は，江橋のシステイソ（十）法⑤　　　併例の男性では0．26～0，93四ノ麗，平均0．57脚／露で，

を用いた。採血は早朝安腹時に行ない，1血溝を分離し　　　女性では0．12～O，867膠／麗，平均0，5871vfeeである。以

て氷室に保存し，24時間以内に測定した。　　　　　　　上の如く治療前の周期性四肢麻痺合併例並びに非合併
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　表1対照例の囎クレアチ・値　　　　　表2甲状腺機能充進症の1備クレアチン値
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例は正常値を示す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　表4　甲状腺機能冗進症の尿申クレアチン耕…泄搬

　手術後1カ月の周期性四肢麻痺合併例の血満クレァ

チソ値はo．41削o．80㎎／46，平均o．56解／d6で，治療前

の値に比べて多少の変動はあるが，いずれも正常範囲　　　　　　一＿．t＿　　　　　　　＿＿＿．．、t－＿＿一．，

陳ある・また齢併例の男性itL°・2°N°・32剛4召・　購

平均O、・26ng／孤女Vke“X・O・・n～o・　60mp／aC，平均0・38　3U騨

㎎／認でいずれも正常範囲内の変動である。　　　　　　　性合

2・　M・ts・・アチ・欄・尿中・・ ｻ・排泄　臨
量は蓑3の如く，男性では0川0．09〃2411，平均0・03

g／24h，女性では0配0．26〃24hjl乙均O。　12チ／24h，　　一鵬螺

である。

　治療前の周期性四肢麻癖合併例では褒4，図3・図

4の如く，0．08～0、75〃2411，平均0，37〃24hで高値

を示・てい・・非合撒は男性…4－・88〃24h・　劉

平均0，37〃24h，女性0・06－vO・　95　ev24h，平均O・54　　　性

fl／24hで，男女共に高値を示している。　　　　　　　　　四

手術後厩劇脚㈱鞄合鰍では・一・…　膝
9／24h，平均O・　06　9／24h・非合併例では男挫0・0ユ　　　痺

．vO，09炉／24h，　平均O．05　g／24h，　女性0．　Ol　tvo．27　　　　　夢ド

ff／24h，平均o．079／24hであつて，周期性四肢麻辣　　　禽

合併例では治療によ・発作の消失す・頃には尿中・・　葛

アチソ排泄量は正常値となり，また非合併例でも治療

後には男女共に正常値を示している。

　3，尿中クレアチニソ　対照例の尿申クレアチニソ

排泄最は表5の如く，男性では0．72．v1．　80　St／24h，
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図4　尿中クレアチソ排泄蚤　（女性）　　　　　　　　表6　甲状腺機能充進症の尿中クレアチニソ
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図6　尿中クレアチニソ排泄銀：（女性）　　　　　　　表7　　周期性四肢麻癖誘発試験時の
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1・　33　9／24h・平均゜・98　9’／24hであつて・醐鵬肢　図7周期elli四ll支麟醗試鵬の

麻痺合併例及緋合併例の男性における乎術後1ヵ月　　　　血清クレアチソ

の値は，治療前の値より増加して正常値を示してい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e－一噸対　　　照　　　例
る・非合m例の嫡こおいてもわずカ’に増加する傾向　　　　ひ＿．周期性。mapt合併例

を諭るが証欄蹴の魏である・　　　　　　　e＿＿周期騰騰舗例

　　B　周期性四肢麻痺誘発試験時の血清クレア

　　　チソ，尿中クレアチソ，尿中クレアチニン

　　　の変動　　　　　　　　　　　　　　　4．0

　1．血清クレアチソ　対照例，周期性四肢麻痒合
併徽び非合併例の醗試験時の血清ク．アチン値　3．0

（㎎／（昭）は表7の如くである。各群の各麻痺期の平均

値を誘発前の平均魑に対する変動率を以つて示すと図　　　　2．0

7の如くで，麻痺初期の対照例では1・33，周期性四肢

麻痺合併例では2．11，非合併例では1．41である。っい　　　　1．0

で麻痺極期の対照例では1．16，周期性四肢麻痺合併例

では1．46，非合併例では0．98である。すなわち周期性

四肢麻痺合餅例では麻痺初期に血L満クレアチン値の著

明な増加を示すが，非合併例では対照例に比べて殆ん

ど差iがない。

　2．尿中クレアチン　対照例，周期性四肢麻揮含併

例及び雰合餅例の誘発試験時の尿中クレアチン排泄鑑

誘

発

麻
痺
初
期

麻
痺
極
期

不緩完緩

完解　解

全期

（㎎／min・）は表8の如くである。各群の昏麻痺期の平　　　と図8の如くで，麻痺初期の対照例では1。31，周期性

均値を誘発前の平均値に対する変動蔀を以つて示す　　　四肢麻痺合併例では7．28，非合併例では1．73である。
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表8　　周期性四肢麻海誘発試験時の　　　　　　　泄量の薯明な増加を示し，麻痺極期にはむしろ滅少

　　　　尿中クレアチン値　　　　　　　　　　　　　　し，その後多少の変動を示す。しかし非合併例の変動

対

照

1

2

3

誘　　麻 麻

発　覇　綴
前　　期 期

m9／min　㎎／min
　O，09　　　0，23

　0，16　　　0．11

　0．06　　0．16

7昭7min
　O，21

　0、46

　0，10

不緩

完解

全期
mg／min
　O，10

　0，3Q

　O，11，

完緩　　　　は対照例と比べ殆んど差がない。

　解　　　　3・尿中クレアチニン　対照例，周期性四肢麻痺合

全期　　併例及び非合併例の誘韮邑試験時の尿中クレアチ轟ン排

例

mg／niin　　泄量（nlg／min．）は表9の如くである。各群の各麻癖
0．13

0．　33　　　期の平均1直を誘発前の平均値に対する変動率を以つて

0，18　　　示すと図9の如くで，麻痺初期の対照例では1．58，周
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ついて麻痺極期の対照例でO＊　2、　O，周期憾四肢麻痺合

併例では1．57，非合餅例では1．53である。すなわち周

期性四肢麻痺合餅例では麻痺初期に尿中タレアチン排
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期性四肢麻痺合併例では1，94，非合併例では1，11であ　　　性のCPK活性は手術後1カ月には正常値を示してい

る。麻痺極期の対照例では1，29，周期性四肢麻痺合併　　　る。

例では1、36，非合併例では1．39である。すなわち麻癖
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表ll　甲状腺機能完進症の∫血溝CPK活性値
初期の尿中クレアチニソ排泄量の増加は尿中クレアチ

ソ掛雌醐明で肱く，対照例周期性四肢麻痺合　　　　　　年　血溝CPK活性値
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　性
併例，非合併例の3者の間に殆んど差がない。　　　　　　　　　　　　　　　　令　　治療前　　術後1ヵ月

　　C　治療にょる血清CPK活性の変動　　　　　　　　周麻

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期痺
　対照例の男性におけるCPK活性は表10の如く，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　性合
6・　0’v13・0戦平均1°・6戦で・始は7・1～14・8・　四併

単位，平均L1．　ome位である。　　　　　　　　　　　　　　肢例

表10　対照例の血清CPK活性値　　　　　　　　……
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♂
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♂
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5，3
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9，4
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平均148【伽
14．5　　　　　　　　　D　周期性四肢麻痺誘発試験1時の血清カリウ

14．8　　　　　　　　　　ムt血清無機リソの変動

　　　　　　平酬　　”．…　　　囎・・ウ・雛前の値醸・2の如くで対
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　照例，周期性四肢麻痺合併例及び非合併例の各群の各

　周期性四肢麻痺合併例の治療前の値は表11の如く，　　　麻癖期の平均値を図示すると図10の如く，周期性四肢

2．4～4，2単位，『z均3．4単位，非合併例の男性では　　　麻痺合併例の血清カリウム値は麻痺初期から明らかに

8．　3・・v15．O単位，平均10．8単紘，女性では1．2酬9．7単　　　減少し，麻癖の緩解と共に誘発前億に戻る。非合併例

位，平均4．8単位である。すなわち治療前の周期性四　　　においても1血L溝カリウム値の減少を来すが，その変動

肢麻痺合併例の血性CPK活性は低値を示し，非合併　　　は周期性四肢麻痺合併例に比べてやや軽度である。一

例の女性も低値を示すが，非合併例の男性は正常値を　　　方対照例では全経過を通じて1血1清カリウムの変動はみ

示している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　られない。

　手術後1ヵ月の周期性四肢麻痺合併例の血滴CPK　　　　2．血清無機リン　誘発前の値は表13の如くで，対

活｛thV：　9．　4N17．3単位，平均12．3単位，また非合併例　　　照例，周期性四肢麻痺含併例及び非合併例の各群の昏

の男性では9．0－14．5単位，平均11．3単位，女性では　　　癖麻期の平均値を図示すると図Uの如く，周期性四肢

5．　3－一・16．　5単位，平均10．1単位であつて，治療前には　　　麻痺合併例並びに非合併例の血清無機リソ値1よともに

低値を示した周期性四肢麻痺合併例及び穿合併例の女　　　麻癖初期より同程度に減少し，麻痺の緩解と共に誘発
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表12　　周期性四肢麻痺誘発試験ll寺の　　　　　　　　　表13　　周1闘生四肢麻痺誘多邑試験時の

　　　　Jni清カリウム値　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　血清無機リン値
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図10　　周期性四肢麻痺誘発諦㌃験時の　　　　　　　　　図11　　周期性四肢鵜葛｛誘発訊験時の
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　III考　　按

前値に塵る。対照例においても減少の傾向が認められ　　　　甲状腺機能寛進症は普通多少とも筋力の減退や萎縮

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を伴つており，その発生機序についてはクレアチン代
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謝の異常が関与していると考えられている。又周期性　　　　以上の加く甲：1犬腺機能とクレアチソ代謝とは密接な

四肢麻痺の発生機序についてもクレアチソ代謝並びに　　　関係があり，かつ甲状腺機能フt進・症における筋力の減

塩類代謝の両面から論じられている。　　　　　　　　　退や萎縮はクレアチン代謝障害となんらかの関係を有

　クレアチン代謝については次の如く考えられてい　　　する如く推測される。しかしながら周期性四肢麻痒合

る。すなわちまず腎でグリシソとアルギニソからグリ　　併例におけるクレアチソ代謝の研究はすくないので著

コチアミンが生合成され，それが肝においてメチル藻　　　者はこの点を追求した。

の附加によりクレアチソが生合成される⑦。クレア　　　　既に第一編で述べた如く，周期性四肢麻痺合併例で

チンは肝より流」丘L中に現われて筋肉に摂取され，筋肉　　　も非合併例でも，撚力及び下肢挙上II寺間は甲：Vこ腺中毒

内で下記の式の如くATPの高エネノレ＊i　一リソ酸基　　　症状の恢復と共に増加する。一フ」本編における成績に

ATP．，。アチ．＝’ADP。ク。アチ。リ職　 みる如く・濫瞭前｛Z）剛1性四灘藍齢醐並び麟合

　　　　　　　　　　↑　　　　　　　　　　併例における血清クレアチソ値は工1三常値を示しtt治療
　　　　　　　　　CPK　　　　　　によつても物・変化赫紘し、が，尉・クげチン排

をうけ，CPKの触媒作用によつてクレアチンリン酸　　　泄丑幽よ治療前では澗期性四1技麻痺禽併例においても詐

となつてxネルギーを貯蔵し，へTPと平衡を保つて　　　台併例においても高値を示すが，治療後には正常値を

いる⑥。筋収縮に際してはATPが失われるが，これ　　　示した。また尿中クレァチ轟ン排泄鑓は治療｝iilの糊期

を補うためにクレアチンリン酸はリン酸基なADPに　　　性四肢麻郷合併例及び非合併例の男性においては共に

与えてATPをつくると共に自身はクレアチンとな　　　わずかな減少を示したが，治療後には正常論1「1を示し

る。またクレアチソリン酸の一部はクレアチニソとな　　　た。すなわち治療前の燗期性四肢麻痺含併例及び非含

り，すみやかに尿中に排泄されるが⑨，その鍬は個人　　　併例はともにクレアチン代謝障筈があるものと推測さ

により一定である⑩。一方クレアチンは成人男性では　　　れ，治療によりともに改警されることを知つた。

尿中に排泄されることは少ないが，成人女性では間殿　　　　ところが周期性四肢麻痺合併例の麻痺発作時におけ

的に，小児では常暗尿中に排1世される。しかし，その　　　るクレアチソ代謝を検討してみると，周瑚性四肢1裸痺

量は痕跡程度にすぎない⑪。ところがSchaffer⑫が　　　合併例とヨi三含併例との間には明らかな饒異を認めた。

パセドウ氏病にクレアチソ尿が出ることを報告して以　　すなわち周期性四肢麻痺食OF例では麻痺発作の初期に

来，甲状腺機能とクレアチン尿との関係について多く　　血濟クレアチソ値並びに尿中クレアチ’排泄墨が著る

の研究がなされた⑬⑭⑯⑯。中でも甲状腺機能プ〔進痕　　　しく増加し，対照例及び非合併例では，1血満クレァチソ

にみられる筋力の減退や萎縮とクレアチン代謝との園　　　値並びに尿中クレアチン排泄量の増加は軽微であっ

果関係については諸説がある。すなわち甲状腺機能充　　　た。ただし尿中クレアチニン排泄燈は対照例，周期性

進症における筋力減退や萎縮とクレアチン代謝障害と　　　四肢麻痺合併例及び非合併例のいずれにおいても薯明

は密接な関係があると鷹張する説⑰⑱，直接的な関係　　　な変動はみられなかつた。常岡⑳は周期性四肢麻痺の

ほないとする説⑭⑮⑯⑭，或いはCPKが筋肉内より　　麻郷発作の初期に尿中クレアチン，尿中クレァチ昌ソ

血清中へ流出することがThyrQt。xic　myopathyの　　　の排泄量の増加をみたが，血清クレアチ．値，血消ク

原因の一つであるとする説⑩等の様々な学説が説えら　　　レアチニン値については一定の傾向を見出し欝なかっ

れている。一方甲状腺ホルモソがクレアチン代謝に及　たと幸購し由・⑳｝琳醗作時の尿申並びに血溝・ト・

ぼす影響についても次の築実が観察されている。すな　　のクレアチン，クレアチニソ値は一定の傾向がなかつ

わち小児ではクレアチソ尿は普通にみられるが，甲状　　　たと報告しているが，Frank⑳⑳らは著看と岡様の成

腺機能低下症の小児ではクレアチソ尿は検出されな　　　績を報告している。著者並びにFrank⑳⑳らの成績

い。しかしこれに卵状腺ホルモンを投与すると急速に　　　にょれば麻痺発作弓コの血溝クレアチソ値並びに尿中ク

クレアチソ膿が出現する⑳。また動物実験において筋　　　レァチン排泄蝕の増加は筋肉内のクレァチンの代謝障

肉内クレアチン，クレアチソリソ酸含有董は甲状腺捌　　 轡によるものと解されるが，このような血L満クレアチ

出後に増加し，甲状腺ホルモソ投与後に減少すること　　　ン値並びに尿中クレアチン排泄鐙の増加が麻痺発作の

が薙された⑳。また甲状腺機能冗進症における・レ　初期に著るしい醜翫ると，クげチ・の代謝鐘轡

アチy尿の発生機序については，クレアチンの筋細胞　　　は麻・癖の発現と密接な関係にあることが推測される。

内への摂取が障害されているか，或いは筋肉内におけ　　　　CPKは前述の如く筋肉内でATPよリクレアチソ

るクレアチソの利用が障害されているためであろうと　　　えのリン酸菰授受に触媒として作用する酵素である。

考えられている⑳⑳。　　　　　　　　G・。玉9⑳は甲状腺機能，t進ゴ勲血溝CPK瀦は治療
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前には低く，治療により症状の軽快と共に正鳴なに近づ　　代謝障害が起り，皿1溝クレアチソ値並びに尿中クレア

くと報告し，逆に古和⑬は甲状腺機能充進症では血清　　　チソ排泄、が著明に増加し，このクレアチンの代謝障

CPK活性は高f直を示すと報告しているが，　Griffiths　　害にはCPK活性の低下が関与している様である。血

⑳⑳ら岬状撒能低下症では並購CPI（活性娼　瀞リ1ン・と血瀞脚ソ欄期｛姻嚇痺舗例と

値を示すと報告し，甲状腺機能低下症¢）CPK活性に　　　非禽併例との間に多少の差異を認めたにすぎない。

ついては統一的見解があるが，FT．1状腺機能九准症の

CPK活性については未だ統一的見解はない。藷者の　　　　　　　　　　　　　　結　　論

成績では治療前の周期性四肢麻1葛〔合併例及び非合併例　　　　甲状腺．i・疑WsEプ己進症に合併した周期性四肢麻痒にっい

の女性では1丘L滴CPK活性は低く，非合併例の野」牲で　　　て生化学的研究を行ない次の結論な得た。

は正常値であるが，治療後には周期性1些i肢麻痺台併例　　　　1　治療前の周期性四肢麻痒合併例並びに非合併例

並びに非合併例の女性においても共に正常値を示す様　　　の血満クレアチン値は疋常値を示す。乎術後1ヵ月の

になつた。クレアチン尿はこのような」血L潜CPK活性　　　1血L満クレアチンf直は減少する噸向があるが，いずれも

の低下と関係あるものと思われるが，GPK活挫の正　　　、正常範洲内の裂：動である。

常値を示す非合併例の男性においても尿中クレアチソ　　　　2・治療前の澗期｛4…四肢麻痺含併例並びに非含併例

排泄量の増加がみられることの説明は困難であ互鮎1flL　　の尿中クレアチソ排泄il：は1、石値癒示し，寧術後］・ヵ月

清CPKは筋肉に由来するものと考えられるが⑳⑫，　　　では正常で1蝿ゴ示す。

頑L清CPK活性と筋肉内CPK活性とが平行するとい　　　　3・治療前の周期性rLgl肢麻痺合併例並びに非合併例

う確証はない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　の男性の尿中クレアv1－　・＝ソ排泄昂：はやや減少している

　周期性四肢麻郷の庫ド痺発作時に，，血消カリゥノ・の減少　　　が，Jl合併例の女性はli濡な値を示す。手術後1ヵ月の

することが知られているが，これはil［1澗中のカリウム　　尿巾クレアチエン排泄1撫3；、周期性四肢麻癖合餅例並

が筋細胞内に移行するためで⑳⑳，かかる現激が麻痺　　　びに非合ρ彬1（男性及び女憐）ともに皿常値を示す。

発作の原因であると考えられていた・しかし最近カリ　　　　4・麻癖誘発試験時の周期性四肢麻輝合併例の漁満

ウムの変動が麻痺発作の脚接の原困ではなく，むしろ　　　クレアチン値並びに尿中クレアチン排泄盤1はともに麻

随伴現象にすぎないと考える者①②⑳もいる。薪者の　　　痺初期に著るし，い高値を示し，その後次第に減少して

成績では麻痒誘発試験時対1轍例の1nL清カリウムは減少　　　誘発前値にもどる。しかし非合併例における変動は対

しなかつたが，周期性四肢麻癖合併’例ては麻痺発作の　　　照例とbヒベ殆んど差がないe

初期から減少したが，非合倉爵働こおける減少と比べ著　　5．麻痺誘発試験時の周期性四肢麻痺合併ifll・OP尿中

るしい差はなかつた。すなわち周期性四肢麻痺合の臼列　　　クレアチceン排泄燈は雰合併例並びに対照例と比べて

の発作時にはカリウム代謝に異常のあることが推測さ　　差を示さない。

れるが，低カリウムil【L症が麻痺発作の原因であるとは　　　　6，治療前の周期性四肢麻癖合併例垂血ぴに非禽併例

縦灘い．蜘⑳，Shi・hiba⑰らは細納外のカ　の女性の」llL清GPK瀧鷹働示すが、治療後には

リウム濃度比の程度が麻輝発作の強さと平行すること　　正常値を示す。ただし非合併例の男性では治療繭後に

を認めたが，麻痺発作の原因としてmネルギー供給系　　　おいて」血蒲CPK活性は正常値を示す。

の異常も考えるべきであると韮張している。　　　　　　　7，麻痺誘発試験時の周∫切性四肢麻痺合併例の血清

　」血満無機リンは麻痺発作時・には滅少し⑳，尿中への　　　カリウム値は，麻痺発作の初期から減少し麻痺の緩解

排泄も減少する⑱。McArdle⑳は血濡無畦機リンの減　　　と共に誘発前値に戻る。非合併例でも減少するが，そ

少を麻簿発作に特有なものと主張したが，著者の成績　　の程度は周期性四肢麻癖合併例と比べてわずかであ

では誘発試験時の血清無機リン値は周期性四肢麻痺合　　　る。

併例に限らず非合併例でも減少を示したから，必らず　　　　8．麻痺誘発試験時の1司期性四肢麻痺禽併例並びに

しも特脊なものとは考えられない。1血1滴無機リンの減　　　非合併例の血溝無機リソは，麻痺初期にともに同程度

少は解糖系に関与するためであつて，糖同化能の異常　　　に減少し，麻痺の緩解とともに誘発前値に戻る。

促進の結果であると考えるべきである⑩。　　　　　　　　9．すなわち甲状腺機能元進症の周期性四肢麻痺合

　以上の如く周期性四1伎麻痺合餅例と非合併例とはと　　　併例と非合併例とはともにクレアチソの代謝障筈を有

もにクレアチン代謝障害を有するものと考えられる　　するものと考えられるが，両爵の間CU　－x特に差｝よな

が，両者の間に特に差はない。しかし周期性四肢麻癖　　　い。しかし周期性四肢麻郷合併例の麻揮発作i剛こはそ

台併例の麻痺発作時｝こは，その初期からクレアチンの　　　の初期からクレアチンの代謝障諮が起り，∬lt清クレア
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